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表紙製作　藤原雅樹
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C O N T E N T S 3／2026

【表紙画像説明】
一般相対論的輻射流体シミュレーションにより計算された連星中性子星合体による物質放出の様子．合
体の瞬間における，連星の軌道面での質量密度（上半面）と中性子の割合（下半面）の分布を示してい
る．中性子に富む放出物質の中では rプロセスにより重元素が合成される．合体後，形成される大質量の
中性子星はこの後すぐブラックホールに崩壊し，その周りの降着円盤からは第二の物質放出が始まる．
【今月の表紙デザイン】

2月は「金環日食」です．2026年 2月半ばに，南極から観察できる天体イベントをモチーフにしまし
た．南極で見える日食はどんな景色でしょうか．ペンギンたちとそれを眺める様子を描きました．

表紙制作　北海道情報大学 准教授・ 
イラストレーター　 
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